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1

モバイル市場競争促進プラン（令和５年11月７日公表）を踏まえ、以下を検討
① 通信料金の低廉化に加え、端末をニーズに応じて多様なものから選択できるようにすることも重要であり、
中古端末を含む端末市場の更なる活性化のための対策
② モバイル市場の寡占的な状況が継続していることを踏まえ、
競争を一層促進させるための実効性の高い対策

③ その他モバイル市場の競争促進に資する対策

競争検証WGにおける検討の進め方

●主な検討内容

●ヒアリング対象

・ＭＮＯ ・MVNO ・販売代理店 ・端末関係者 等

●想定スケジュール

11月 12月 2024年１月～春頃 夏頃

モバイル市場
競争促進
プラン公表

・関係者ヒアリング検討
開始

・ 個別事案の検討
・（必要に応じて）追加ヒアリング
・ 検討の方向性

・ 報告書案 ・ 報告書
取りまとめ

（パブコメ）

（11/7） （11/16） （12/4） （12/22）



2第50回WGにおけるヒアリングの進め方

団体・事業者名等 発表者（敬称略）（役職） 説明 質疑

１
一般社団法人全国携帯電話販売

代理店協会（全携協）
俣野 通宏 専務理事 10分

45分

２
一般社団法人情報通信ネットワー

ク産業協会（CIAJ)

石井 義則 常務理事

10分

芦原 豊紀 事業推進部 部長 兼 ワイヤレスビジネス委員会事務局

３ クアルコムジャパン合同会社 篠澤 康夫 政策渉外本部長 10分

４
一般社団法人リユースモバイル・

ジャパン（RMJ）

有馬 知英 理事長

10分

粟津 浜一 理事 公共政策委員長


